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首

長

日

程

マ
み
な
べ
町
長

坊
市
出
張

マ
印
南
町
長

市
出
張

午
後
御
坊

起
業
希
望
者
ツ
ア
ー

田
辺
市
龍
神
村
で
6
日
、
県
内
ヘ
移

住
し
て
起
業
を
希
望
し
て
い
る
人
を
対

象
に
し
た
県
主
催
の
移
住
体
験
ツ
ア
ー

が
あ
っ
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
作
家
が
住
む

小
家
の
「
ア
ト
リ
エ
龍
神
の
家
」
を
訪

ね
て
各
工
房
で
仕
事
を
見
学
す
る
な
ど

し
た
。

県
過
疎
対
策
課
に
よ
る
と
、
こ

一
)

プ

の
ツ
ア
l
は
「
わ
か
や
ま
若
者
移

7

T

一
住
支
援
事
業
」
と
し
て
実
施
。
業

訟

M

一
務
委
託
先
は
株
式
会
社
ツ
ヴ
ァ
イ

す
村
一
(
東
京
都
)
。
参
加
者
は
主
に
関

学

神
見
龍
一
東
在
住
の
初
代
の
若
者
で
、
龍
神

を
市
一
村
以
外
も
巡
っ
た
。

房
辺

工

田

一

ツ

ア

l
に
先
立
ち
、

1
月
に
東

の
(
一
京
で
地
方
起
業
に
関
す
る
セ
ミ
ナ

め

者

-

染
加
一
-
ー
が
あ
っ
た
。
I
タ
l
ン
で
ア
ト

藍
参
一
リ
エ
龍
神
の
家
に
住
み
、
カ
フ
ェ

「

C
O
N
S
E
R
V
A
(
コ
ン
セ

ル
ヴ
ァ
)
」
の
オ
l
ナ
J
と
し
て
、

3

一
パ
ン
や
地
域
の
素
材
を
使
っ
た
瓶

一詰
め
を
夫
婦
で
作
っ
て
販
売
し
て

叩
日

午
後
御

J 

い
る
金
丸
知
弘
さ
ん
(
お
)
ら
が
、

先
輩
移
住
起
業
者
と
し
て
事
例
報

告
を
し
た
。

ツ
ア
l
後
、
参
加
者
ロ
人
の
う

ち
2
人
と
新
た
に
2
人
が
、
小
家

の
「
が
ま
の
湯
田
舎
宿
川
口
」
に

1
週
間
か
ら
半
月
ほ
ど
宿
泊
し
な

が
ら
、
ア
ト
リ
エ
龍
神
の
家
な
ど

で
仕
事
や
暮
ら
し
を
体
験
し
て
い

る。
ア
ト
リ
エ
龍
神
の
家
で
作
家
の

仕
事
ぶ
り
を
見
て
、
ツ
ア
l
後
も

龍
神
村
に
滞
在
し
て
い
る
東
京
都

在
住
の
平
本
玲
絢
さ
ん
(
お
)
は

「
も
と
も
と
田
舎
暮
ら
し
に
興
味

が
あ
り
、
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
。

手
に
職
が
あ
る
方
が
移
住
し
や
す

い
と
思
う
。
.ア
ト
リ
エ
龍
神
の
家

で
は
I
タ
l
ン
で
起
業
し
て
い
る

人
が
多
く
い
た
の
で
、
と
て
も
参

考
に
な
っ
た
」
と
話
し
た
。

長
期
総
合
計
画
案
な
ど
提
案

み
な
べ
町
議
会
が
開
会

み
な
ベ
町
議
会
3
月
定
例
会
が
一
で
の
5
年
間
で
約
5
億
円
減
る
見

9
日
開
会
し
、
町
は
2
0
1
7年
一
込
み
で
あ
る
な
ど
、
厳
し
い
財
政

度
一
般
会
計
予
算
案
や
お
年
度
ま
一
運
営
状
況
に
触
れ
た
。そ
の
上
で
、

で
の
叩
年
間
の
町
長
期
総
合
計
画
一
防
災
対
策
で
は
、
高
台
の
避
難
場

基
本
構
想
の
策
定
案
な
ど
M
議
案
一
所
整
備
に
つ
い
て
1
カ
所
だ
け
で

を
提
案
し
た
。
ほ
か
に
、
農
業
委
一
な
く
2
カ
所
、

3
カ
所
と
増
や
し

員
の
任
命
に
つ
い
て
の
同
意
案
件
一た
い
と
考
え
て
い
る
こ
と
、
災
害

な
ど
も
提
出
し
た
。
会
期
は
沼
田
一
弱
者
の
把
握
や
避
難
支
援
体
制
の

ま
で
で
、
一
般
質
問
は
M
日。

一整
備
に
努
め
る
考
え
を
示
し
た

0

・
小
谷
芳
正
町
長
は
施
政
方
針
の

一

梅
産
業
で
は
、
研
究
成
果
の
機

説
明
で
、
普
通
交
付
税
は
町
村
合

一能
性
を
前
面
に
出
し
て
健
康
食
品

併
に
よ
る
上
乗
せ
分
が
初
年
度
ま

一と
し
て
世
界
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
と

イ開

世
貝

暢
門
又

吾
伺

『

r』
ーん

占
A
t
・

間
保畝

一

一

本
年
度
の
田
辺
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
一

で
、
岡
市
龍
神
村
か
ら
は
、
東
の
一

古
久
保
喜
朋
さ
ん
(
位
)
と
、
福
一

井
の
小
川
泰
二
郎
君
(
日
)
が
選

一

ば
れ
た
。

一恥

昨
年
、
全
国
大
会
で
3
位
以
上
一
噌

の
成
績
を
収
め
た
人
が
対
象
の
一

，「
ス
ポ
ー
ツ
賞
」
は
、
市
全
体
で

田辺市スポーツ賞

"'.. J-.蛮砕 -:7 .1:ア、昼乏生ささ

龍神村

.一
と
も
に
、
美
容
面
か
ら
若
者
に
も

一P
R
し
、
販
売
拡
大
に
つ
な
げ
た
一
山

一い
と
い
い
、
観
光
で
は
ス
ポ
ー
ツ
一

、

一
合
宿
の
誘
致
や
農
林
漁
業
と
絡
め
一
日

一た
体
験
型
観
光
を
推
進
し
、
リ
ピ

一(

一l
タ
l
増
を
図
り
た
い
と
し
た
。
一
叫

一小
谷
町
長
は
「
安
心
し
て
暮
ら
せ

一、

一
る
町
づ
く
り
の
た
め
、
町
民
目
線
一

一
に
立
っ
た
施
策
展
開
を
図
っ
て
い
一

一

一

く

」

と

語

っ

た

。

一

一

町
が
初
議
案
を
提
案

印
南
町
議
会
が
開
会

印
南
町
議
会
3
月
定
例
会
が
9
一-

日
に
開
会
し
た
。
町
は
2
0
1
7
一

年
度
の
一
般
会
計
や
特
別
会
計
の

一

予
草
案
、
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